
⑵　推薦入試

推薦入試（教育学部）
（１／８）

実 施 学 部
課 程・ 専 攻 名 教 育 学 部 学校教育教員養成課程・国語専攻

募 集 人 員 ６名

出 願 要 件

　次の各項のいずれかに該当する者で、学校長が責任をもって推薦でき、合格した場合は入学する
ことを確約できる者
１．学習成績概評がＡの者
２．学習成績概評がＢ以上で、国語の評定平均値が4.3以上の者

選 抜 方 法

　出身学校長から推薦された者について、選考を行い合格者を決定します。
　選考は、面接（集団面接／約25分／面接員複数／口頭試問含む）・小論文及び出願書類（調査
書、推薦書、志願理由書（志願者本人が自筆したもの））を総合して判定します。
◎推薦書について
　高校在学中の「活動歴」がある場合、推薦書の「その他の特記事項」欄に記入し、その内容を確
認できる資料を提出してください。ただし、提出できる点数は、原則３点以内（特に様式は指定せ
ず、コピーでよいが、全体でA４用紙３枚以内）とします。
（活動歴の例）
　英語の資格・検定試験の成績又はスコア、スーパーグローバルハイスクール又はスーパーサイエ
ンスハイスクール活動への参加や発表、職業分野の資格・検定試験、ジュニアマイスターの受賞、
コンクール・コンテスト等各種大会への参加や受賞、留学経験、社会貢献活動への参加や受賞、論
文・発表資料など。　　

出 願 期 間 平成29年11月１日（水）から11月６日（月）

選 抜 期 日 平成29年11月18日（土）

合 格 者 発 表 平成29年12月５日（火）

そ の 他
　推薦入試学生募集要項（入学願書付）の発表時期及び請求方法については、103・104ページを参
照してください。面接時間は状況に応じて変わる場合があります。
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推薦入試（教育学部）
（２／８）

実 施 学 部
課 程・ 専 攻 名 教 育 学 部 学校教育教員養成課程・社会専攻

募 集 人 員 ５名

出 願 要 件

　次の各項のいずれかに該当する者で、学校長が責任をもって推薦でき、合格した場合は入学する
ことを確約できる者
１．学習成績概評がＡの者
２．学習成績概評がＢ以上で、地理歴史及び公民の全履修科目の評定平均値が4.3以上の者

選 抜 方 法

　出身学校長から推薦された者について、選考を行い合格者を決定します。
　選考は、面接（集団面接／約30分／面接員複数）・小論文及び出願書類（調査書、推薦書、志願
理由書（志願者本人が自筆したもの））を総合して判定します。
◎推薦書について
　高校在学中の「活動歴」がある場合、推薦書の「その他の特記事項」欄に記入し、その内容を確
認できる資料を提出してください。ただし、提出できる点数は、原則３点以内（特に様式は指定せ
ず、コピーでよいが、全体でA４用紙３枚以内）とします。
（活動歴の例）
　英語の資格・検定試験の成績又はスコア、スーパーグローバルハイスクール又はスーパーサイエ
ンスハイスクール活動への参加や発表、職業分野の資格・検定試験、ジュニアマイスターの受賞、
コンクール・コンテスト等各種大会への参加や受賞、留学経験、社会貢献活動への参加や受賞、論
文・発表資料など。

出 願 期 間 平成29年11月１日（水）から11月６日（月）

選 抜 期 日 平成29年11月18日（土）

合 格 者 発 表 平成29年12月５日（火）

そ の 他
　推薦入試学生募集要項（入学願書付）の発表時期及び請求方法については、103・104ページを参
照してください。面接時間は状況に応じて変わる場合があります。
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推薦入試（教育学部）
（３／８）

実 施 学 部
課 程・ 専 攻 名 教 育 学 部 学校教育教員養成課程・数学専攻

募 集 人 員 ５名

出 願 要 件

　次の各項に該当する者で、学校長が責任をもって推薦でき、合格した場合は入学することを確約
できる者
１．数Ⅱ、数Ⅲ、数Ｂを履修（見込みを含みます）している者
２．学習成績概評がＢ以上で、数学の評定平均値が4.3以上の者

選 抜 方 法

　出身学校長から推薦された者について、選考を行い合格者を決定します。
　選考は、面接（集団面接／20～25分／面接員複数／口頭試問を含む）・小論文（主に数学的思考
力を問う）及び出願書類（調査書、推薦書、志願理由書（志願者本人が自筆したもの））を総合し
て判定します。
◎推薦書について
　高校在学中の「活動歴」がある場合、推薦書の「その他の特記事項」欄に記入し、その内容を確
認できる資料を提出してください。ただし、提出できる点数は、原則３点以内（特に様式は指定せ
ず、コピーでよいが、全体でA４用紙３枚以内）とします。
（活動歴の例）
　英語の資格・検定試験の成績又はスコア、スーパーグローバルハイスクール又はスーパーサイエ
ンスハイスクール活動への参加や発表、職業分野の資格・検定試験、ジュニアマイスターの受賞、
コンクール・コンテスト等各種大会への参加や受賞、留学経験、社会貢献活動への参加や受賞、論
文・発表資料など。

出 願 期 間 平成29年11月１日（水）から11月６日（月）

選 抜 期 日 平成29年11月18日（土）

合 格 者 発 表 平成29年12月５日（火）

そ の 他 　推薦入試学生募集要項（入学願書付）の発表時期及び請求方法については、103・104ページを参
照してください。面接時間は状況に応じて変わる場合があります。
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推薦入試（教育学部）
（４／８）

実 施 学 部
課 程・ 専 攻 名 教 育 学 部 学校教育教員養成課程・理科専攻

募 集 人 員 ４名

出 願 要 件

　次の各項のいずれかに該当する者で、学校長が責任をもって推薦でき、合格した場合は入学する
ことを確約できる者
１．学習成績概評がＡの者
２．学習成績概評がＢかつ理科の評定平均値が4.1以上の者で、物理、化学、生物、地学のうち１科
目以上を履修した者又は履修見込みの者

選 抜 方 法

　出身学校長から推薦された者について、選考を行い合格者を決定します。
　選考は、面接（集団面接／30～40分／面接員複数／口頭試問を含む）・小論文及び出願書類（調
査書、推薦書、志願理由書（志願者本人が自筆したもの））を総合して判定します。
◎推薦書について
　高校在学中の「活動歴」がある場合、推薦書の「その他の特記事項」欄に記入し、その内容を確
認できる資料を提出してください。ただし、提出できる点数は、原則３点以内（特に様式は指定せ
ず、コピーでよいが、全体でA４用紙３枚以内）とします。
（活動歴の例）
　英語の資格・検定試験の成績又はスコア、スーパーグローバルハイスクール又はスーパーサイエ
ンスハイスクール活動への参加や発表、職業分野の資格・検定試験、ジュニアマイスターの受賞、
コンクール・コンテスト等各種大会への参加や受賞、留学経験、社会貢献活動への参加や受賞、論
文・発表資料など。

出 願 期 間 平成29年11月１日（水）から11月６日（月）

選 抜 期 日 平成29年11月18日（土）

合 格 者 発 表 平成29年12月５日（火）

そ の 他 　推薦入試学生募集要項（入学願書付）の発表時期及び請求方法については、103・104ページを参
照してください。面接時間は状況に応じて変わる場合があります。
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推薦入試（教育学部）
（５／８）

実 施 学 部
課 程・ 専 攻 名 教 育 学 部 学校教育教員養成課程・音楽専攻

募 集 人 員 ２名

出 願 要 件

　次の各項のいずれかに該当する者で、学校長が責任をもって推薦でき、合格した場合は入学する
ことを確約できる者
１．学習成績概評がＢ以上の者
２．音楽の評定平均値が4.0以上の者

選 抜 方 法

　出身学校長から推薦された者について、選考を行い合格者を決定します。
　選考は、面接（集団面接／15～20分／面接員複数／口頭試問を含む）・実技試験及び出願書類
（調査書、推薦書、志願理由書（志願者本人が自筆したもの））を総合して判定します。
◎推薦書について
　高校在学中の「活動歴」がある場合、推薦書の「その他の特記事項」欄に記入し、その内容を確
認できる資料を提出してください。ただし、提出できる点数は、原則３点以内（特に様式は指定せ
ず、コピーでよいが、全体でA４用紙３枚以内）とします。
（活動歴の例）
　英語の資格・検定試験の成績又はスコア、スーパーグローバルハイスクール又はスーパーサイエ
ンスハイスクール活動への参加や発表、職業分野の資格・検定試験、ジュニアマイスターの受賞、
コンクール・コンテスト等各種大会への参加や受賞、留学経験、社会貢献活動への参加や受賞、論
文・発表資料など。

実 技 試 験 内 容

◦声楽試験と器楽試験を次のとおり行います。
１．声楽試験

　次の⑴、⑵を演奏してください。
　⑴　コールユーブンゲン視唱
　　コールユーブンゲン　第１巻（No.1～No.87）より当日１曲指定します。
　【注】※　以下の楽譜を参考にしてください（試験において使用する楽譜は本学で用意します）。
　　　　　大阪開成館：『全訳コールユーブンゲン』
　　　　　音楽之友社：『コールユーブンゲン　巻１』
　　　　　全音楽譜出版社：『全訳コールユーブンゲン　１』
　⑵　以下の歌曲の中から任意の１曲を原語により暗譜で演奏してください。
　　⒜　Scarlatti,A.：Se Florindo e fedele「フロリンドが誠実なら」（変イ長調／変ロ長調） 
　　⒝　Gasparini,F.：Lasciar d’amarti「あなたへの愛を捨てることは」（へ短調／ト短調）　
【注】※１　調性を必ず選択してください。選択していないものは受け付けません。また、出願

後の変更は認めません。
　　　　※２　伴奏者は本学で用意します。
　　　　※３　邦訳・調性は全音楽譜出版社『イタリア歌曲集１』によります。

２．器楽試験

　一般入試と同じ課題（71ページ参照）

（注）声楽試験及び器楽試験においては、演奏を途中で打ち切ることがあります。

出 願 期 間 平成29年11月１日（水）から11月６日（月）

選 抜 期 日 平成29年11月18日（土）

合 格 者 発 表 平成29年12月５日（火）

そ の 他 　推薦入試学生募集要項（入学願書付）の発表時期及び請求方法については、103・104ページを参
照してください。面接時間は状況に応じて変わる場合があります。

'
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推薦入試（教育学部）
（６／８）

実 施 学 部
課 程・ 専 攻 名 教 育 学 部 学校教育教員養成課程・美術専攻

募 集 人 員 ２名

出 願 要 件

次の各項のいずれかに該当する者で、学校長が責任をもって推薦でき、合格した場合は入学するこ
とを確約できる者
１．学習成績概評がＢ以上で、美術又は工芸の評定平均値が4.0以上の者
２．学習成績概評がＢ以上で、美術及び工芸並びにこれらに類する科目（素描、絵画、彫刻、ビ
ジュアルデザイン、クラフトデザインなど）について計10単位以上修得又は修得見込みで、そ
の評定平均値が3.5以上の者

選 抜 方 法

　出身学校長から推薦された者について、選考を行い合格者を決定します。
　選考は、面接（集団面接／約25分～30分／面接員複数）・実技試験及び出願書類（調査書、推薦
書、志願理由書（志願者本人が自筆したもの）、作品制作証明書（※）、美術活動調査書、入選・
入賞を確認できる書類（コピーでも可））を総合して判定します。
◎推薦書について
　高校在学中の「活動歴」がある場合、推薦書の「その他の特記事項」欄に記入し、その内容を確
認できる資料を提出してください。ただし、提出できる点数は、原則３点以内（特に様式は指定せ
ず、コピーでよいが、全体でA４用紙３枚以内）とします。
（活動歴の例）
　英語の資格・検定試験の成績又はスコア、スーパーグローバルハイスクール又はスーパーサイエ
ンスハイスクール活動への参加や発表、職業分野の資格・検定試験、ジュニアマイスターの受賞、
コンクール・コンテスト等各種大会への参加や受賞、留学経験、社会貢献活動への参加や受賞、論
文・発表資料など。
※　志願者本人が出身学校在籍中に制作した作品の写真（１作品につき写真１枚）を貼り付けて提
出する。
　・５点以内とする。
　・作品の分野は問わない。

実 技 試 験 内 容
用意された材料・用具を用いた立体造形物の制作、並びにそれをモチーフとする鉛筆素描。
・素描のための鉛筆、消具等は、受験者が用意してください。
・試験時間は、３時間です。

出 願 期 間 平成29年11月１日（水）から11月６日（月）

選 抜 期 日 平成29年11月18日（土）

合 格 者 発 表 平成29年12月５日（火）

そ の 他 　推薦入試学生募集要項（入学願書付）の発表時期及び請求方法については、103・104ページを参
照してください。面接時間は状況に応じて変わる場合があります。
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推薦入試（教育学部）
（７／８）

実 施 学 部
課 程・ 専 攻 名 教 育 学 部 学校教育教員養成課程・保健体育専攻

募 集 人 員 ５名

出 願 要 件

　出身学校１校につき１名とし、次の各項に該当する者で、学校長が責任をもって推薦でき、合格
した場合は入学することを確約できる者
１．学習成績概評がＢ以上の者
２．スポーツ活動の成績がブロック大会（例：関東大会など）出場以上の者

選 抜 方 法

　出身学校長から推薦された者について、選考を行い合格者を決定します。
　選考は、面接（集団面接及び個人面接、集団面接：30分程度／面接員複数／口頭試問を含む、個
人面接：15分程度／面接員複数／主に競技歴の確認）・小論文及び出願書類（調査書、推薦書、志
願理由書（志願者本人が自筆したもの）、スポーツ活動調査書、競技成績を確認できる資料等（コ
ピーでも可））を総合して判定します。
◎推薦書について
　高校在学中の「活動歴」がある場合、推薦書の「その他の特記事項」欄に記入し、その内容を確
認できる資料を提出してください。ただし、提出できる点数は、原則３点以内（特に様式は指定せ
ず、コピーでよいが、全体でA４用紙３枚以内）とします。
（活動歴の例）
　英語の資格・検定試験の成績又はスコア、スーパーグローバルハイスクール又はスーパーサイエ
ンスハイスクール活動への参加や発表、職業分野の資格・検定試験、ジュニアマイスターの受賞、
コンクール・コンテスト等各種大会への参加や受賞、留学経験、社会貢献活動への参加や受賞、論
文・発表資料など。

出 願 期 間 平成29年11月１日（水）から11月６日（月）

選 抜 期 日 平成29年11月18日（土）

合 格 者 発 表 平成29年12月５日（火）

そ の 他 　推薦入試学生募集要項（入学願書付）の発表時期及び請求方法については、103・104ページを参
照してください。面接時間は状況に応じて変わる場合があります。
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推薦入試（教育学部）
� （８／８）

実 施 学 部
課 程・ 専 攻 名 教 育 学 部 学校教育教員養成課程・障害児教育専攻

募 集 人 員 ４名

出 願 要 件 　学習成績概評がＢ以上の者で、学校長が責任をもって推薦でき、合格した場合は入学することを
確約できる者

選 抜 方 法

　出身学校長から推薦された者について、選考を行い合格者を決定します。
　選考は、面接（集団面接／約30分／面接員複数）・小論文及び出願書類（調査書、推薦書、志願
理由書（志願者本人が自筆したもの））を総合して判定します。
◎推薦書について
　高校在学中の「活動歴」がある場合、推薦書の「その他の特記事項」欄に記入し、その内容を確
認できる資料を提出してください。ただし、提出できる点数は、原則３点以内（特に様式は指定せ
ず、コピーでよいが、全体でA４用紙３枚以内）とします。
（活動歴の例）
　英語の資格・検定試験の成績又はスコア、スーパーグローバルハイスクール又はスーパーサイエ
ンスハイスクール活動への参加や発表、職業分野の資格・検定試験、ジュニアマイスターの受賞、
コンクール・コンテスト等各種大会への参加や受賞、留学経験、社会貢献活動への参加や受賞、論
文・発表資料など。

出 願 期 間 平成29年11月１日（水）から11月６日（月）

選 抜 期 日 平成29年11月18日（土）

合 格 者 発 表 平成29年12月５日（火）

そ の 他 　推薦入試学生募集要項（入学願書付）の発表時期及び請求方法については、103・104ページを参
照してください。面接時間は状況に応じて変わる場合があります。
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推薦入試（社会情報学部）

実施学部・学科名 社会情報学部 社会情報学科

募 集 人 員 28名

出 願 要 件 　調査書の学習成績全体の評定平均値が4.0以上の者で、出身学校長が責任をもって推薦でき、合
格した場合は入学することを確約できる者

選 抜 方 法

　出身学校長から推薦された者について、選考を行い合格者を決定します。
　選考は、面接（個人面接／15分／面接員複数）・小論文及び出願書類（調査書、推薦書、志願理
由書（志願者本人が自筆したもの））を総合して判定します。
◎推薦書について
　高校在学中の「活動歴」がある場合、推薦書の「その他の特記事項」欄に記入し、その内容を確
認できる資料を提出してください。ただし、提出できる点数は、原則３点以内（特に様式は指定せ
ず、コピーでよいが、全体でA４用紙３枚以内）とします。
（活動歴の例）
　英語の資格・検定試験の成績又はスコア、スーパーグローバルハイスクール又はスーパーサイエ
ンスハイスクール活動への参加や発表、職業分野の資格・検定試験、ジュニアマイスターの受賞、
コンクール・コンテスト等各種大会への参加や受賞、留学経験、社会貢献活動への参加や受賞、論
文・発表資料など。

出 願 期 間 平成29年11月１日（水）から11月６日（月）

選 抜 期 日 平成29年11月18日（土）

合 格 者 発 表 平成29年12月５日（火）

そ の 他
　推薦入試学生募集要項（入学願書付）の発表時期及び請求方法については、103・104ページを参
照してください。面接時間は状況に応じて変わる場合があります。
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推薦入試（医学部医学科）

実施学部・学科名 医　学　部 医学科

募 集 人 員 32名

出 願 要 件

　出身学校１校につき、一般枠と地域医療枠を合わせて５名以内とし、次の各項に該当する者
１．出身学校における調査書類、学習成績、適性評価等に優れ、かつ、調査書の学習成績概評がＡ
段階に属し、人物も優れていて、学校長が責任をもって推薦できる者
　※　Ⓐに該当する者については、調査書にⒶと表示してください。
２．出身学校において、数学については、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学Ａ及び数学Ｂのうち２科目以上、理
科については、物理、化学及び生物のうち２科目以上を履修又は履修見込みの者
３．合格した場合は、入学することを確約できる者

選 抜 方 法

　出身学校長から推薦された者について、選考を行い合格者を決定します。
　選考は、面接（集団面接／40分／面接員複数）・小論文及び出願書類（調査書、推薦書、適性資
質調査書、志願理由書（地域医療枠で出願する者のみ））を総合して判定します。
　下表出願区分のいずれで出願しても合格者の判定は同一の基準により実施します。
　なお、地域医療枠で出願した場合、合格者判定の結果、成績が募集人員内（32名）にあると判定
され、成績順に決められる地域医療枠合格者（７名程度）よりも下位である場合は、一般枠として
合格となります。

◎推薦書について
　高校在学中の「活動歴」がある場合、推薦書の「その他の特記事項」欄に記入し、その内容を確
認できる資料を提出してください。ただし、提出できる点数は、原則３点以内（特に様式は指定せ
ず、コピーでよいが、全体でA４用紙３枚以内）とします。
（活動歴の例）
　英語の資格・検定試験の成績又はスコア、スーパーグローバルハイスクール又はスーパーサイエ
ンスハイスクール活動への参加や発表、職業分野の資格・検定試験、ジュニアマイスターの受賞、
コンクール・コンテスト等各種大会への参加や受賞、留学経験、社会貢献活動への参加や受賞、論
文・発表資料など。

出 願 期 間 平成29年11月１日（水）から11月６日（月）

選 抜 期 日 平成29年11月18日（土）、19日（日）

合 格 者 発 表 平成29年12月５日（火）

そ の 他 　推薦入試学生募集要項（入学願書付）の発表時期及び請求方法については、103・104ページを参
照してください。面接時間は状況に応じて変わる場合があります。

出　　願　　区　　分
１ 「一般枠」
２ 「地域医療枠」
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推薦入試（医学部保健学科）

実施学部・学科名 医　学　部 保健学科

募 集 人 員

　（専　　攻）	 （募集人員）
看護学専攻	 30名
検査技術科学専攻	 ９名
理学療法学専攻	 ８名
作業療法学専攻	 ８名

出 願 要 件

　次の各項に該当する者で、出身学校長が責任をもって推薦でき、合格した場合は入学することを
確約できる者
１．出身学校における学習成績及び人物に優れ、調査書の学習成績の全体の評定平均値が3.8以上
の者
２．出身学校において、数学については、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学Ａ及び数学Ｂのうち２科目以上、理
科については、物理、化学及び生物のうち２科目以上を履修又は履修見込みの者

選 抜 方 法

　出身学校長から推薦された者について、選考を行い合格者を決定します。
　選考は、面接（集団面接／ 20分／面接員複数）、小論文Ⅰ（英語による出題）・小論文Ⅱ（文系
の出題）・小論文Ⅲ（理系の出題）及び出願書類（調査書、推薦書）を総合して判定します。
◎推薦書について
　高校在学中の「活動歴」がある場合、推薦書の「その他の特記事項」欄に記入し、その内容を確
認できる資料を提出してください。ただし、提出できる点数は、原則３点以内（特に様式は指定せ
ず、コピーでよいが、全体でA４用紙３枚以内）とします。
（活動歴の例）
　英語の資格・検定試験の成績又はスコア、スーパーグローバルハイスクール又はスーパーサイエ
ンスハイスクール活動への参加や発表、職業分野の資格・検定試験、ジュニアマイスターの受賞、
コンクール・コンテスト等各種大会への参加や受賞、留学経験、社会貢献活動への参加や受賞、論
文・発表資料など。

出 願 期 間 平成29年11月１日（水）から11月６日（月）

選 抜 期 日 平成29年11月17日（金）、18日（土）

合 格 者 発 表 平成29年12月５日（火）

そ の 他
　推薦入試学生募集要項（入学願書付）の発表時期及び請求方法については、103・104ページを参
照してください。面接時間は状況に応じて変わる場合があります。
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実 施 学 部・
課 程・ 専 攻 名 理 工 学 部 化学・生物化学科

募 集 人 員 60名

出 願 要 件
　出身学校における成績及び人物に優れ、学校長が責任をもって推薦できる者で合格した場合は、
入学することを確約できる者

選 抜 方 法

以下の３項目を総合して判定します。
（１）出願書類（調査書、推薦書）
（２）面接（個人面接／10分程度／面接員複数／口頭試問を含む）
（３）小論文（下記の内容により、理工学教育を受けるための基礎能力を問います。）
【小論文の出題範囲】
　数学：数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学A、数学B
　理科：化学基礎、化学
◎推薦書について
　高校在学中の「活動歴」がある場合、推薦書の「その他の特記事項」欄に記入し、その内容を確
認できる資料を提出してください。ただし、提出できる点数は、原則３点以内（特に様式は指定せ
ず、コピーでよいが、全体でA４用紙３枚以内）とします。
（活動歴の例）
　英語の資格・検定試験の成績又はスコア、スーパーグローバルハイスクール又はスーパーサイエ
ンスハイスクール活動への参加や発表、職業分野の資格・検定試験、ジュニアマイスターの受賞、
コンクール・コンテスト等各種大会への参加や受賞、留学経験、社会貢献活動への参加や受賞、論
文・発表資料など。

出 願 期 間 平成29年11月１日（水）から11月６日（月）

選 抜 期 日 平成29年11月22日（水）

合 格 者 発 表 平成29年12月５日（火）

そ の 他
　推薦入試学生募集要項（入学願書付）の発表時期及び請求方法については、103・104ページを参
照してください。面接時間は状況に応じて変わる場合があります。また、面接時間の長さは合否に
は影響しません。

推薦入試（理工学部）
（１／２）
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実 施 学 部・
課 程・ 専 攻 名 理 工 学 部

機械知能システム理工学科
環境創生理工学科
電子情報理工学科

募 集 人 員

　（学　科）　　　　　　　　　　　（募集人員）　　　　　　　　　　　　
機械知能システム理工学科　　　　　　　33名　　　　　　　　　　　　
環境創生理工学科　　　　　　　　　　　28名　　　　　　　　　　　　
電子情報理工学科　　　　　　　　　　　35名　　　　　　　　　　　　

出 願 要 件
　出身学校における成績及び人物に優れ、学校長が責任をもって推薦できる者で合格した場合は、
入学することを確約できる者

選 抜 方 法

以下の２項目を総合して判定します。
（１）出願書類（調査書、推薦書）
（２）面接

機械知能システム理工学科：個人面接／15～20分／面接員複数／口頭試問を含む
環境創生理工学科：個人面接／約20分／面接員複数／口頭試問を含む
電子情報理工学科：個人面接／約10分／面接員複数／口頭試問を含む

◎推薦書について
　高校在学中の「活動歴」がある場合、推薦書の「その他の特記事項」欄に記入し、その内容を確
認できる資料を提出してください。ただし、提出できる点数は、原則３点以内（特に様式は指定せ
ず、コピーでよいが、全体でA４用紙３枚以内）とします。
（活動歴の例）
　英語の資格・検定試験の成績又はスコア、スーパーグローバルハイスクール又はスーパーサイエ
ンスハイスクール活動への参加や発表、職業分野の資格・検定試験、ジュニアマイスターの受賞、
コンクール・コンテスト等各種大会への参加や受賞、留学経験、社会貢献活動への参加や受賞、論
文・発表資料など。

出 願 期 間 平成29年11月１日（水）から11月６日（月）

選 抜 期 日 平成29年11月22日（水）

合 格 者 発 表 平成29年12月５日（火）

そ の 他
　推薦入試学生募集要項（入学願書付）の発表時期及び請求方法については、103・104ページを参
照してください。面接時間は状況に応じて変わる場合があります。また、面接時間の長さは合否に
は影響しません。

推薦入試（理工学部）
（２／２）
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